
4月の定例作業日(4/28)  

初夏の陽差しと、やや強い南

風、そして前日の雨による濡

れた下草…。あまり｢絶好調の

作業日和」とは言えませんで

したが、それでも参加者は 15

名。林内班８名は、第二駐車

場に隣接したエリアでの作

業。巡回ゴミ班７名は、東西

通り～県道沿い～サッカー場

～湿地と回りました。 

[4/28 全体集合写真] 

はじめに、林内班･三浦さん

からの報告感想です。『前日は

一日雨だったが、当日は最高

気温 25 度、晴れの天気になる

とのこと。森も色濃い緑に染

まり、本格的な春の訪れを告

げているかのようだ。途中の

路端には「ハルシオン」の淡

いピンクの上品な花を数多く

咲かせていた。林の中ではこ

の季節を代表する「スプリン

グエフェメラル」のキンラン

が所々で黄金色に咲き、精一

杯存在感をアピールしてい

た。ギンランは未だのようだ

った。 

集合場所のテーブルは取り

替えられ新しくなった。前日

の雨の名残で濡れており、そ

のままでは使えなく雑巾で拭

きようやく利用出来た。 

自然の材料とプラスチック

仕様の擬木の違いが、時には

こんな不都合も生じる。勿論

耐久性や見映えはプラスチッ

クが勝るかも知れないが、私

は自然の材料の方が好きだ。 

年々朽ちていくがその時々

に自然な風情を感じさせるか

らだ。価値観はそれぞれだ

が、人は時々我儘になる時が

ある。物事には一長一短ある

ことを知りつつも、時には都

合次第で判断基準が変ってし

まうらしい。この日の私がそ

の典型かも知れない。 

この日集まった 15人、巡回

班 7人、林内班 8人の編成で

スタートした。

林内班は芝生広場の向かい

側、前回の活動の際キンラン

の株が多く確認されたエリア

とした。林床は、前回の時に

は殆ど無かった様々な種類の

雑草が芽を出し林床を覆い背

丈を伸ばしていたので、作業

は取捨選択し不要なものの除

伐と未だ隠れている不法投棄

物など危険物の処理を人力で

行うこととした。 

刈り払い機 3台は、この日

は刈り払い場所を絞って実施

する事にした。 

１，前回の作業で発見され

た数多くの「キンラン」の保

護を目的に周囲の笹類の刈り

払い。 

２，芝生広場に面した林の

園路脇を一定の幅で第二駐車

場方向まで刈り払い。 

３，第二駐車場と民家の間

の通路に繁る草類の刈り払

い。 

作業中には林外の強い日射

しの影響で林内の気温が高く

なり作業していた全員が思い

のほか汗をかいた作業日だっ

た。 

（追記）最後に市公園課に

再度のお願いです。今日の作

業地内の枯れている大木３本

の伐採について、倒していた

だければ後の玉切りと処理は

我々がやります。作業の都度

危険さを全員に周知してはい

るがいつまでも安全の確保が

払拭でき無いと考えます。是

非にお願いします。』 

[4/28 林内班集合写真] 
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[4/28 林内作業-1] 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
             

[4/28 林内作業-2] 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
     

[4/28 林内作業-3] 
 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
       

[4/28 林内作業-4] 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 

[4/28 キンラン] 
 

次いで巡回･ゴミ班の水島さ

んからの報告感想です。『久し

ぶりにカルチャーパークの林

の中を歩きました。  

新緑の香りのするそして爽

やかな風の中を歩くと、これ

がカルチャーパークなのだと

いう実感が湧いてきました。 

県道に着く前でしたか、プ

ラスチックの綿状の大きなご

みが見つかり、皆で手分けし

て運びましたが、泥がこびり

ついていてとても重く感じら

れました。 

サッカー場への上り坂がき

つく手の重みがずっしり、数

回立ち止まるほどでした。 

ようやく休憩場所にたどり

着いたときは、汗をかいてい

て、半そでシャツになりまし

た。  

それから湿地です。  

雨の後のせいでしょうか、

かなり湿っていて靴がびしょ

びしょになりました。  

さて「セイタカアワダチソ

ウ」の駆除です。  

５分間も腰をかがめて抜い

ているだけで、もう腰が痛く

なりました。  

それで崖に座って一休み、

周りは「セイタカアワダチソ

ウ」だらけで群生していまし

た。それからは座ったまま

で、草を抜く作業です。  

深澤さんの「これで止

め！」の声に救われて、ほっ

としました。  

いつものように湿地の真ん

中にある桜の木を見ると、見

事に緑の葉に覆われていてそ

の存在感を示しているように

感じさせられました。  

それを見て、またカルチャ

ーパークに来るぞという気持

ちが湧いてきました。』 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[4/28 巡回･ゴミ班集合写真] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           

[4/28 湿地の桜] 
 

巡回ゴミ班は、｢湿地のセイ

タカアワダチソウ抜き取り｣を

主目標とした作業のつもりで

出発しましたが、前日の雨で

地中から顔を出したゴミがい

たるところで目につき、特に

県道沿いでは、水分をたっぷ

り吸った、かつ土のついたゴ

ミ･･･。 

ここで、あまりに重たくな

ったので、湿地に行く前の休

憩箇所に一時仮置きし、湿地

の帰りに回収しました。 

ということで、湿地での主

目的の実作業は 20分程度とな

ってしまいました。 

なお湿地は、久々に中心部

に水たまりができて、水島さ

んの報告にもあるように、ピ

チャピチャとしていました。 

なお、巡回･ゴミ班のコース

記号は、イ-K-c-L-l-F-G-O-

O’､O-P’-a-a’-k-i-ロ-i-k-



l-L-c-K となります。 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
           

[4/28 ごみの掘り出し] 
    
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
          

[4/28 湿地の作業] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

[4/28 ゴミ集約] 
 

作業終了後８名が残って､東

屋で久々の昼食会を行いまし

た。漬物やら、煮物やら、お

菓子やら次々と出てきて、自

作のおかずの倍以上食べさせ

ていただきました。 

(*￣▽￣)♪：ミッチャン記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                   

[4/28 昼食会] 
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4月の第二作業日(4/14)は､ 

薄日が差し、風も適度に吹く

なか、キンランも咲き始め、

ウグイスをはじめ鳥たちのさ

えずりも聞かれ、最高の作業

日和でした。 

参加者は、18名。 

林内班は 10名で第二駐車場

に隣接したエリアでの作業。 

以下詳細は三浦さんの報告

参照ください。 
 
 
 
 
 
 
 
                         

[4/14 集合写真] 
 

はじめに、林内班･三浦さん

からの報告感想です。『最高気

温が 23度、曇り空だが 6月の

季節の先取りかと思えるよう

な陽気になるとのこと。 

カルチャーパークの森を遠

望すると、深緑から透明感の

ある淡い緑のグラデーション

の縁取りに、力強い春の息吹

を感じる。途中の径の脇には

諸葛菜（薄い紫）の花の群生

が、芽を出したばかりの他の

植物を圧倒していた。 

デｲ―キャンプ場の八重桜

7、8本が満開、濃いピンク淡

いピンクありと多彩だ。桜よ

り咲き始めが 2週間ほど遅く

葉を付けた状態で咲き、また

食べる桜ともよばれ塩漬けし

た花は祝いの時の「さくら

湯」葉は「さくら餅」に使わ

れる。全国シェア 8割を占め

る神奈川県秦野市では収穫の

最盛期のようだ。 

いつもの集合場所は老朽化

したテーブルの取り替え工事

で立入り禁止のため、旧管理

事務所側に変更。 

集まったのは 18人。準備体

操、集合写真撮影後は、巡回

班 8人、林内班 10人に分かれ

てスタート。 

林内班は前回とおなじ芝生

広場の向かい側から桜木神社

通り方向の一帯とした。 

刈払い機 3台、チェンソー

作業のほかは林床に芽をだし

伸びた葛の蔓や笹類の伐採、

落下枝拾い、熊手による落ち

葉集めなどだ。 

作業を始めて間もなく、何

方かから「キンランが咲いて

いるよー！」の声があがっ

た。声の方に行ってみて驚い

た。1本や 2本でなく何と 10

～20本がまとまっておりその

周辺にも咲いている株が多く

あり、凡そ 100株近くはあっ

た。 

キンランやギンランは、日

当たりの良い雑木林、特にコ

ナラやクヌギを好むラン科の

多年草で、コナラと菌根菌は

共生関係にありその関係に割

り込んで自生するのがキンラ

ンやギンランであり、つまり

三角関係でないと発生しな

い。キンランを自宅で栽培し

ようと持ち帰人もいるが失敗

する。つまり三角関係の環境

がないと栽培が出来ない。絶

滅危惧種の野生ランの扱いを

受けている所以だ。人間社会

では三角関係はタブー視され

るがこのランに限っては人間



側がこのことを理解し希少種

として環境と程よい手入れを

して保護する事が大切な典型

例と言える。 

ここ数年ナラガレで多くの

コナラが枯死しキンランやギ

ンランの発生は悲観的だった

が今回の発生状況から我々の

活動の成果かもと、嬉しかっ

た。予想を超えたキンランの

花の多さを目前にし皆で共有

出来たこの日の活動だった。』 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           

[4/14 林内班集合] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           

[4/14 群生するキンラン] 
 

巡回・ゴミ班 8名のコース

は、東西通り～坂上（～坂下

～県道沿い）～サッカー場北

側の新園路分岐地点～湿地～

新園路～中央通りで、旧管理

棟へ戻りました。コース記号

は、イ-K-c-L-l-F-G-O-O’､O-

P’-a-a’-k-i-ロ-i-j-L-c-K

となります。 

湿地などでは、すでにセイ

タカアワダチソウが出始めて

おり、湿地では 15分強のあい

だ抜き取り作業を行いまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＠「感染症発生時の対応」等

は従来通りとします。 

 

 

なお、湿地はやや湿り気が

ありました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           

[4/14 巡回､ゴミ班集合] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             

[4/14 湿地の作業] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           

[4/14 ゴミ集約] 

 

 

 
                  
 
 
 
          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
   
 
 
 
 
 
 
 

各種感染症注意!! 
インフルエンザ･コロナをはじめとして、各種感染症が流行して

います。手洗いなどの感染対策とともに、日常からの、「バラン

スのとれた栄養補給」「適度な運動」「快適な睡眠」などで、し

っかりと体調管理をしましょう。 
 

5月の作業予定 
定例作業日：5 月 26 日（火） 

 

第二作業日：5 月 12 日（火） 

作業時間＿9：30～11：30 

＊作業内容:ゴミ拾い･林内作業 

＊持ち物： 

手袋､タオル､雨具、飲み物､ 

念のため、保険証・お薬手帳など 
 

荒天など天候不順の場合は、事前

に中止連絡しますが、微妙な場合現

地にて判断します。 
 
 

5/26 は作業終了後現地

にて昼食会を開催します 

参加自由・弁当持参 
 

 

応援隊 6月以降の予定 
6/11(木)､6/30(火)､ 7/14(火)､7/28(火)､ 8/25(火)懇談会･納涼会､ 

9/15(火)､9/29(火)､10/13(火)､10/27(火)､11/12(木)､11/24(火)､

12/15(火)､12/22(火)､懇談会･忘年会､1/12(火)､1/26(火)､ 

2/11(木)､2/23(火)､ 3/11(木)､3/30(火)､3 下旬～4 月上旬総会的懇談会 

＊「熱中症警戒アラート」が発令された場合は中止します 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 
 
 
 
 

                                                                                                                                  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

地点名 イ  現在のデイキャンプ場 
ロ  湿 地 
ハ  現在のサッカー場 
セ  特養、グループホーム 
ス  産 廃 
E  交差点「開発」 

  W’  交差点「牛沼」 
通り名 X-E-X’ 県道東京狭山線 

W”-A-W’  市道 カルチャーパーク通り 

Y-W’-Y’  国道  
園内通り名 
（仮称の 
たたき台です） 

A-B-C-E   桜木神社通り 
D-C  霊園通り 
C-F  サッカー場通り 
B-L-K  中央通り 
L-F-G  東西通り(L-F:フラワー通り) 
G-H  東通り 
K-J-I  農道 
I-H 産廃裏通り 

カルチャーパーク周辺平面図 
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園内の通りの名称は仮称(たたき台)です。 
皆さんからの御意見をお寄せください。 

カルチャーパーク周辺 名称 
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＊この「応援隊」は 

所沢市民大学 18 期「都市の

環境」講座の受講生が呼びかけ

て始められました。 
“所沢カルチャーパーク”

が、「平成 11 年度基本構想」

にのっとった公園として発

展・整備されるように見守り、

応援してゆくことを目指し、

2011 年 10 月より活動をはじ

めました。 
定例作業は毎月最終火曜日 
まずはゴミ拾いと散策から

取り組んできましたが、現在は

「森の再生」をも念頭に置き、

作業内容も広げています。 
どなたでも参加できますの

でお気軽にどうぞ。 
追加の予備作業日について

は、「かわらばん」でお知らせ

します。 
＊お願い 

「かわらばん」の発行は、定

例作業日(毎月最終火曜日)の
翌月 10 日となっています。 
参加された皆様、写真や感想

メモのあるかたは、翌月の５日

までに深澤まで送ってくださ

い。よろしく。 
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